
 

 

・② 血圧測定法の歴史、単位の由来                 
  

 
健康談話会のおさらい 

 

藤谷クリニックだより 第 60 号 (3) 

その① 基礎編 

● 心臓が全身に血液をおくりだすために行う収縮と拡

張の動き（ポンプ作用）が生む、血管壁への圧力の

こと。 

● 血圧には収縮期血圧（最大血圧、上の血圧）と、拡

張期血圧（最小血圧、下の血圧）があります。 

 

 

 

  

  

 

 

 

   

・① いまさらですが、血圧って？            

ワクチン併用でのリスク軽減率 

本年 1 月に、日本高血圧症学会から高血圧治療の新しい治療マニュアル

が発表されましたので、血圧の総論・各論含め、解説致します。 

収縮期血圧：心臓が収縮し、全

身へ血液が送り出される時に血

管にかかる圧力。 

拡張期血圧：心臓が拡張し、

次に送り出す血液をためて

いる時に血管にかかる圧力。 

・③ 最新の血圧基準                   

今回の分類で今までと変わったところは、診察室での

血圧で分けていること、またより細分化されたこと。そ

の中でも『正常高値血圧』を高血圧予備軍として、注意

喚起していること。現在この予備軍は約 1,500 万人と言

われており、後述しますが、血圧以外の危険因子の有無

や程度により、治療開始しなければ 

ならない血圧なのです。 

  

 現在わが国には、この予備軍を含 

め約 5,500 万人の患者さんがいると 

推定されており、国内で最も多い生 

活習慣病（成人病）と言えます。 

 当院でも現在 140 名近くの方々が 

通院治療を受けられています。 

約 1,500 万人・・・・ 

約 4,000 万人・・ 

● 初めて血圧測定が行われた 

のは 1733 年。馬の動脈に直接 

3 メートル以上あるガラス管を 

挿入して測定したようです。 

 

● 1828 年、フランスでガラス 

管の代わりに水銀を満たした 

Ｕ字管を用い、血圧測定装置 

の小型化に成功。それ以来、 

今日に至るまで、血圧の単位 

には mmHｇ（ミリメートル水 

銀）が用いられています。 

 

●現在、広く用いられている聴診法は、1905 年にロシア

の外科医 Korotkov（コロトコフ）によって開発されま

した。 

・④ 血圧は一日中変動している             

血圧は一日を通して変動しており、基本的には起床と

ともに上昇し、夜間睡眠中は低い値を示します。これは

自律神経に連動しており、日中は交感神経が優位となり

血圧を上げ、就寝中は副交感神経が優位となり血圧を下

げています。激しい運動や、排便等で交感神経が刺激さ

れれば上がり、リラックスにすると副交感神経によって

下がる訳です。とても素敵な人の前では、ドキドキし血

圧が上がってしまうものです。 
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その他、血圧を上げる要因として、心拍出量（心臓か

ら 1 分間に送り出される血液量）、血管抵抗（血管壁か

らの抵抗）、アドレナリン等の血管収縮物質、延髄の血管

運動中枢などがあります。 

・⑤ 高血圧と高血圧症のちがい               
重い荷物を持ち上げると、血圧は 200mmHg 近く上が

ります。これは酸素やエネルギーを大量に必要とする筋

肉に十分な血液を供給するための一時的な生理的反応な

のです。よって、これを高血圧症とはいいません。 

高血圧症は、下記の分類 

にあるように安静時でも常 

に治療適応となる基準の血 

圧を示す場合に診断されま 

す。 

院長 


